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【判例⑧】最判平成 15 年 11 月 21 日（刑集 57 巻 10 号 1043 頁）















































































































































































































































































─「特段の事情」を素材に─」中央大学大学院研究年報法学研究科篇第 47 号（2018 年）57 頁以下。
2) 内藤惣一郎「判批」研修第 828 号（2017 年）19 頁。
3) 内藤・前掲注 2）30 頁。
4) 南由介「判批」刑事法ジャーナル 54 号（2017 年）175 頁も、「判例理論は、失念の時点以前における、
構成要件に該当する事実の認識の有無で、故意を判断している」という。
5) 上田哲『最高裁判所判例解説 刑事篇（平成 15 年度）』514 頁。
6) 古川伸彦「判批」ジュリスト 1311 号（2006 年）205 頁。
7) 作為犯の規定に不作為犯をも読み込むことについて、「本罪の成立範囲を広げる」ものであると
する見解もある。本田稔「継続犯としての夜間路上継続駐車罪の実行行為と故意の内容」法学
セミナー 596 号（2004 年）113 頁。
8) 古川・前掲注 6）206 頁。
9) 伊藤栄樹＝小野慶二＝荘子邦雄編『注釈特別刑法第 7 巻公害法・危険物法編』（立花書房、1987
年）［阿部純二＝北野通世］575 頁。
10) 松原久利「判批」ジュリスト臨時増刊 1518 号（平成 29 年重要判例解説）（2017 年）172 頁。
11) 小池直希「判批」法律時報 90 巻 2 号（2018 年）135 頁は、「継続犯の性質から失念・忘却時の
故意を認める手法に対しては、理論上の根拠を欠くのではないかという疑義もあろう。」とさ
れる。
12) 山口厚『刑法総論（第三版）』（有斐閣、2016 年）49 頁。
13) 大塚仁『注解刑法』（青林書院、1977 年）235 頁。
14) 離隔犯における実行行為は発送行為であり、未遂の成立は到着時と考られ得る。離隔犯につい
ては、拙稿「離隔犯における客体の錯誤と方法の錯誤の区別─最後に特定された客体との齟齬─」
比較法雑誌 50 巻 1 号（2016 年）229 頁以下。
15) 千葉地判平成 17 年 7 月 19 日（判タ 1206 号 280 頁）。
16) かかる時期は、行為者の有する行為計画によって判断されるべきと思われる。規範と客体の特
定に関しては、拙稿「領得の対象に関する錯誤─客体の具体化の程度─」嘉悦大学研究論集 59











20) 山口・前掲注 12）260 頁。
21) 平野龍一＝佐々木史朗＝藤永幸治編『注釈特別刑法第 5 巻Ⅱ（2）［第二版］』（青林書院、1992 年）
159 頁［香城敏麿］以下。







批」124 巻 5･6 号（2017 年）305 頁以下。







26) 類似事例として、加藤・前掲注 24）163 頁。
27) これに関して、拙稿「判批」法学新報 123 巻 8 号（2017 年）415 頁以下。
28) 「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第二条第十五項に規定す
る指定薬物及び同法第七十六条の四に規定する医療等の用途を定める省令」の附則参照。
29) 鎌田隆志「危険ドラッグ事犯における故意に関する捜査とその立証」警察学論集 68 巻 3 号（2015
年）51 頁以下および脚注 23）。
（平成 30 年 10 月 8 日受付、平成 30 年 12 月 3 日再受付）
